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忙しくなる時期ですが…

ゆとりを持った運転を！
◎問い合わせ　防災危機管理課　消防交通係　☎37-0104

　今年ももう12月、師走です。仕事もプライベートも何かと忙しくなる時期です。忙しい時期だからこそ、ゆとり
を持った運転をすることが大切です。

交通事故現状
　都道府県別の事故発生率では、平成24年から
28年はワースト１位、平成29年はワースト２位
であり、佐賀県は事故の多い県となっています。
市町別の今年の１月から９月末までの交通事故発
生市町（発生地別）は、神埼市が昨年に引き続き
ワースト１位となっています。
　また、同９月末までの県内で発生した人身事故
のうち、第１当事者の居住地でも、神埼市がワー
スト１位となっています。
　警察署では、事故の多い場所での取り締まりの
ほか、交通安全協会や企業、市などと協力して交
通安全対策を実施しています。

交通事故の発生原因
　事故の発生原因は、半分以上が追突事故であり、
全国平均を上回っています。追突事故防止のため、

「みっつの３運動」に取り組んでいます。

早めのライト点灯
　冬は日没の時間が早く、暗くなり始める時間帯に、
帰宅や生徒の下校が重なります。子どもの下校中の事
故も多い時期です。暗くなり始める前に、車のライト
を点灯することが、交通事故防止につながります。
　また、歩行者の交通死亡事故の多くが夜間に発生し、
事故を起こした車のほとんどがロービーム（下向き）
で走行しています。基本はハイビーム（上向き）で走
行し、交通量の多い市街地を走行するときや、前走車
がいるとき、対向車と行き違うときにロービームで走
行しましょう。

みっつの３運動
①３秒間の車間距離確保
　前の車との距離を３秒間とりましょう！
②３秒30メートルルールの徹底
　進路変更は３秒前、右左折は30メートル手前で方
向指示器を作動させ、後続車に知らせましょう！
③３分前の出発
　早めに出発してゆとりのある運転をしましょう！

市内の交通事故の現状　～発生率県内ワースト１～

神埼警察署から

○交通事故発生市町ランキング（発生地別）�

ワースト順位 H26 H27 H28 H29 H30. ９月末時点

１ 江北町(14.1) 江北町(13.0) 吉野ヶ里町(13.2) 神埼市(12.0) 神埼市(6.8)

２ 吉野ヶ里町(13.6) 佐賀市(12.5) 神埼市(12.9) 吉野ヶ里町(11.3) 大町町(6.6)

３ 佐賀市(13.1) 鳥栖市(12.0) 佐賀市(11.5) 江北町(10.6) 小城市(6.5)

４ 神埼市(12.3) 神埼市(11.8) 江北町(11.2) 小城市(10.1) 佐賀市(6.0)

５ 小城市(11.9) 吉野ヶ里町(11.7) 上峰町(10.7) 佐賀市(9.7) 吉野ヶ里町(6.0)

▲表の（　）内の数字は、人口千人あたりの発生件数

○交通事故発生市町ランキング（居住地別）� ※県内発生の人身事故のうち、第１当事者の居住地を出したもの

ワースト順位 H26 H27 H28 H29 H30. ９月末時点

１ 江北町(11.0) 江北町(11.6) 大町町(11.7) 吉野ヶ里町(9.9) 神埼市(5.6)

２ 小城市(11.0) 白石町(11.0) 神埼市(10.1) 神埼市(9.7) 小城市(5.5)

３ 白石町(11.0) 小城市(10.9) 白石町(9.6) 大町町(9.3) 多久市(5.4)

４ 佐賀市(10.6) 大町町(10.2) 上峰町(9.5) 小城市(9.0) 佐賀市(5.0)

５ 神埼市(10.4) 佐賀市(10.1) 佐賀市(9.4) 白石町(8.2) 大町町(4.8)

※神埼市６位

▲表の（　）内の数字は、人口千人あたりの発生件数
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以
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交通安全教室
　毎年市内の小学生や保育園児を対象に交通安全教室
を開催しています。交通指導員や警察などから、横断
歩道の歩き方や自転車に乗るときの安全確認などを教
えています。

自転車安全利用推進キャンペーン
　神埼駅周辺で、警察や交通安全協会、神埼高校、神
埼清明高校、市が協力して、自転車利用時の安全につ
いて呼びかけを実施しています。今年度は反射材など
を配布して、注意を呼びかけました。

前を34（見よ）作戦
　県内各地の国道34号線沿いで、追突事故ゼロを目指して「前を34（見よ）作戦」を実施しています。市内でも警察
や交通安全協会、企業などが協力し、のぼり旗を掲げ、交通安全の啓発をしています。

市内の交通安全対策

神埼橋から神埼警察署前 上犬童交差点付近 駅通り交差点付近

　一人ひとりの安全運転に対する意識の向上により、交通事故は減ります。ゆとりを持った運転を心
がけ、誰も悲しませないようにしましょう。

飲酒運転は「しない させない」
　年末年始は忘年会や新年会など、お酒を飲む機

会が多い時期でもあります。飲酒運転は失うもの

しかなく、得られるものは何もありません。

　自分が飲酒運転をしなくても、

・飲酒している人に車を貸す行為

・これから運転する人にお酒を出す行為

・飲酒運転する人の車に乗る行為

を行った人にも厳しい処罰が科せられます。

飲酒運転四（し）ない運動
①運転するなら酒を飲まない

②酒を飲んだら運転しない

③運転する人に酒をすすめない

④酒を飲んだ人に運転をさせない

　県内の交通事故が多発する主要道路で、直進と右折の
レーンを色分けするカラー舗装が進んでいます。事故件
数が４割程度減少したとの調査結果もあります。交通事
故が多発する交差点での事故減少が期待されます。



6市報かんざき 2018.12月号

市長の部屋

新
年
度
に
向
け
た
予
算
編
成
に
思
う
こ
と

　

来
年
４
月
か
ら
始
ま
る
新
年
度

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
既

に
先
月
か
ら
担
当
所
管
課
に
お
い

て
、
事
業
取
組
の
検
討
や
そ
の
実

施
に
当
た
っ
た
諸
経
費
の
積
算
等

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
全
体
に
お
け
る
財
政
状
況
に

つ
い
て
は
、
先
月
の
市
報
11
月
号

で
「
財
政
事
情
公
表
」
の
平
成
29

年
度
決
算
の
状
況
お
よ
び
平
成
30

年
度
予
算
の
状
況
と
し
て
お
知
ら

せ
し
て
い
る
と
お
り
で
す
。
29
年

度
決
算
に
お
い
て
、
歳
入
の
地
方

税
は
微
増
と
な
っ
た
も
の
の
普
通

交
付
税
の
減
少
に
よ
っ
て
、
一
般

財
源
の
総
額
は
８
千
万
円
ほ
ど
減

少
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
自
主
財

源
率
は
30
％
を
割
り
込
ん
で
し
ま

い
、
依
存
財
源
率
が
70
・
６
％
を

占
め
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
は
総
額
１
６
７
億

円
を
超
え
、
前
年
比
で
22
億
円
増

の
決
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
経
常
収
支
比
率
91
・

３
％
、
実
質
公
債
費
比
率
11
・
３
％

と
な
り
、
若
干
の
改
善
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
一
般
会
計

に
お
け
る
起
債
（
借
金
）
残
高
は

的
、
効
果
的
に
配
分
す
る
た
め
に
、

事
業
の
優
先
順
位
と
取
捨
選
択
の

明
確
化
を
行
う
。

②
国
な
ど
の
制
度
変
更
へ
の
的
確

な
対
応

　

国
や
県
の
重
点
的
取
組
に
お
け

る
制
度
の
設
置
や
そ
の
変
更
に
つ

い
て
は
、
迅
速
な
情
報
把
握
に
務

め
、
的
確
な
対
応
を
行
い
、
最
大

限
の
有
利
な
活
用
を
図
る
。

③
事
務
事
業
の
効
率
化
な
ど

　

通
常
業
務
に
お
い
て
も
前
例
踏

襲
の
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
効
率
か
つ
効
果
的
な
遂

行
を
図
る
た
め
、
事
務
事
業
の
対

象
、
目
的
、
効
果
を
し
っ
か
り
と

把
握
す
る
。
ま
た
、
民
間
を
も
含

め
た
市
民
協
働
の
考
え
を
徹
底
す

る
。

　
　
神
埼
市
長

松
本
　
茂
幸

１
５
５
・
６
億
円
、
基
金
（
貯
金
）
の

財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
の
残
高

は
32
億
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
人
口
減
少
は
止
ま

ら
ず
に
、
ま
す
ま
す
少
子
高
齢
は
進

み
、
地
域
の
活
力
低
下
、
担
い
手
不

足
に
よ
る
地
域
の
持
続
的
社
会
活
動

へ
の
支
障
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
は
、

先
月
号
の
「
市
長
の
部
屋
」
を
参
照

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
実
の
実
態
を
踏
ま

え
な
が
ら
も
、
今
年
３
月
に
『
第
２

次
神
埼
市
総
合
計
画
』
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。「
幸
せ
つ
な
ご
う 
か
ん

ざ
き
～
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
誇
り

と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

～
」
を
将
来
像
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
に
、
担

当
所
管
課
で
は
、
総
合
計
画
に
基
づ

く
実
施
計
画
を
練
り
あ
げ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
来
年
度
は
、
全
職
員
が
心

を
一
に
し
て
こ
の
実
現
に
向
け
た
事

務
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
は
お
知
ら
せ
し
て
き

た
こ
と
で
す
が
、
平
成
28
年
度
以
降

は
、
合
併
優
遇
（
合
併
算
定
替
）
期

間
が
終
了
し
、
来
年
度
は
普
通
交
付

税
額
が
２
億
円
程
度
縮
減
さ
れ
る
な

ど
、
一
般
財
源
の
総
額
は
減
少
す
る

も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障
関
連

経
費
、
地
方
創
生
施
策
へ
の
取
組
経

費
、
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
や
継

続
す
る
大
型
事
業
（
新
庁
舎
建
設
、

脊
振
町
複
合
施
設
、葬
祭
公
園
建
設
）

な
ど
、増
加
す
る
こ
と
は
必
定
で
す
。

こ
の
た
め
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

を
図
り
な
が
ら
、
出
来
得
る
限
り
の

節
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市長交際費の公表
（平成30年10月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 １ 16,200
御　祝 12 36,000
激　励 0 0
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 ４ 22,780

計 17 74,980

夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

12月11日（火） 千代田支所
１月８日（火） 脊振支所

18：00 ～ 20：00（１組30分程度）
当日は来庁順です。

※お住まいの地区に関係なくお
越しいただけます。

※市報11月号でお知らせした日
程から変更になっています。

　11月の神埼市役所開催分に
は、５組12人が来庁されました。

《
市
長
の
部
屋
》

▲新庁舎の基礎杭施工

▲農業基盤整備促進事業
（水路工事施工後）　

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、
多

様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、

市
民
と
の
協
働
や
地
方
創
生
関
係
事

業
に
取
り
組
み
、
将
来
像
と
し
て
掲

げ
る
「
幸
せ
つ
な
ご
う 

か
ん
ざ
き
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
来
年
度
の
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
将
来
の
財

政
負
担
に
も
十
分
に
配
慮
し
な
が

ら
、
徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
を
啓
発

し
、
特
に
次
の
点
に
留
意
し
て
編
成

に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
施
策
・
事
業
の
重
点
化
と
事
業
の

選
択
と
集
中

　

限
ら
れ
た
財
源
を
も
っ
て
効
率


